
議会だよりはこのQRコード
からご覧いただけます。

6月定例会
■ 令和8年度一般会計補正予算 ̶̶̶̶̶ 2
■ 専決処分 他 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 3
■ 町政を問う 一般質問（3人が質問）̶̶̶ 6
■ 委員会報告 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 7
■ 玉手箱 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 8
■ 編集後記 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 8

伊根町消防団夏季訓練

議会だより
令和8年7月23日いねいねいね 第110号

町民の命と暮らしを守る　町民の命と暮らしを守る　



議会だより　　い　　ね 令和8年７月　第110号

2

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
6
，6
8
1
千
円
を
追
加
し
、
4
，0
1
8
，6
8
1

千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

○
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
公
営
に
要
す
る
経
費
に
係
る
限
度
額
が
引
き

上
げ　
1
，3
2
2
千
円

○
菅
野
地
区
墓
参
道
原
材
料
費
等
補
助
金 
4
5
9
千
円

○
観
光
協
会
補
助
金
（
ふ
な
や
ん
着
ぐ
る
み
更
新
） 
1
，3
0
0
千
円

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
5
，4
7
9
千
円
を
追
加
し
、
4
，0
2
4
，1
6
0

千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

○
地
域
振
興
券
発
行
事
業　
5
，4
7
9
千
円

　
1
名
あ
た
り
2
万
円
の
地
域
振
興
券
を
追
加
発
行

［改修される菅野地区墓参道］

［ふなやん着ぐるみ更新］

［伊根町臨時地域振興券］

令
和
8
年
度
伊
根
町
一
般
会
計
第
１
回
補
正
予
算

令
和
8
年
度
伊
根
町
一
般
会
計
第
2
回
補
正
予
算

令和8年
第2回
定例会

令和8年
第2回
定例会

　
6
月
4
日
か
ら
30
日
の
間
で
開
か
れ
、
諸
般
の
報
告
・

行
政
報
告
、
令
和
7
年
度
専
決
補
正
予
算
1
件
、
令
和
8

年
度
補
正
予
算
2
件
、
条
例
制
定
等
8
件
、
そ
の
他
16
件

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

有効期限：令和8年12月31日まで CO
PY 
CO
PY 
CO
PY 
CO
PY

使用前切り離し無効

伊根町
臨時地域振興券

発行者/伊根町￥1,000￥1,000
￥1,000￥1,000

物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金活用事業

〈使用上の注意事項〉
■本券は伊根町臨時地域振興券取扱店でのみご利用できます。
■本券の交換又は売買、現金との引き換えはできません。また、釣銭は出ません。
■本券は表面記載の有効期限内に限りご利用できます。（期限を過ぎた場合は無効です。）
■本券の盗難・紛失等、又は偽造・模造等に対して、発行者はその責を負いません。
■本券に発行者印・番号のないものは無効です。
〈利用できないもの〉
•出資や債務の支払い
•国や地方公共団体等への支払い（税金、振込手数料、電気・ガス・水道料金等の公共料金）
•現金との換金、金融機関への預け入れ
•有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手、官製はがき、印紙、プリペイドカード等の換金性の高いものの購入
•たばこ事業法（昭和59年8月10日法律第68号）第2条第1項第3号に規定する製造たばこの購入
•土地、家屋購入、家賃・地代・駐車料等の不動産に関わる支払い
•事業の用に供するための物品・サービス等の調達における支払い
•無人販売所における支払い
•町内で実施する各種イベントの模擬店等での支払い
•特定の宗教・政治団体と関わるものや公序良俗に反するもの
•医療保険、介護等の一部負担金（処方箋が必要な薬品を含む。）支払い

取扱店名

［今年は8月29日開催！！伊根花火］

○
伊
根
花
火
補
助
金
（
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
「
晴
れ
風
A
C
T
I
O
N
」
支
援
）　
5
0
0
千
円
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歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
1
1
9
，7
6
8
千
円
を
追
加
し
、

4
，3
1
5
，1
5
1
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

　
地
方
交
付
税
（
特
別
交
付
税
） 

1
7
9
，1
5
0
千
円

　
き
ょ
う
と
地
域
連
携
交
付
金 

3
9
，1
4
7
千
円

　
跡
地
活
用
事
業
の
不
用
額
を
減
額
し
、

　
一
般
財
源
の
余
裕
分
を
減
債
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
9
，7
6
8
千
円

【
提
案
理
由
】

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

【
提
案
理
由
】

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

【
提
案
理
由
】

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
2
，6
9
2
千
円
を
追
加
し
、
3
8
2
，3
6
6
千

円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付 　
1
，3
5
9
千
円

伊
根
診
療
所
勘
定

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
1
3
，1
3
3
千
円
を
追
加
し
、
1
4
5
，5
4
0
千
円
と
す
る
。

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

　
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
購
入 

4
，0
0
0
千
円

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
医
薬
材
料
費 

8
，8
3
3
千
円

問　
当
初
予
算
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
計
上
し
な
か
っ
た
の
は

　
　
な
ぜ
か
。

答　
被
保
険
者
数
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き
で

　
　
あ
っ
た
。

専
決
処
分

〈
全
て
全
員
賛
成
で
承
認
〉

令
和
8
年
度
伊
根
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
１
回
補
正
予
算

［更新される歯科ユニット］

令
和
7
年
度
伊
根
町
一
般
会
計
第
８
回
補
正
予
算

伊
根
町
介
護
保
険
条
例
の一部
改
正

伊
根
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一部
改
正

伊
根
町
町
税
条
例
の一部
改
正

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉
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条
例
の
制
定
及
び
改
正

【
提
案
理
由
】

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
の
公
営

に
要
す
る
経
費
に
係
る
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

　
ポ
ス
タ
ー　
1
枚　
4
，3
5
1
円
か
ら
5
，7
7
1
円
に
改
正
。

【
提
案
理
由
】

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

【
提
案
理
由
】

　
町
民
税
の
決
定
に
伴
い
、
賦
課
目
標
額
に
必
要
な
乗
率
算
定
を
行
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
改
正
。

［町中に出没するツキノワグマ］ ※写真はイメージです

伊
根
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

伊
根
町
放
任
果
樹
伐
採
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

伊
根
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

伊
根
町
議
会
議
員
及
び
伊
根
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
誘
因
と
な
る
放
任
果
樹
の
伐
採
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
、
受

益
者
か
ら
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
制
定
。

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

〈
賛
成
多
数
で
可
決
〉

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉

〈
全
員
賛
成
で
可
決
〉
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【
提
案
理
由
】

　
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
大
浦
第
１
岸
壁
工
事
を
本
年
度
も
継
続
し
て
行
う
も
の
。

【
契
約
金
額
】
6
1
，6
0
0
，0
0
0
円

【
契
約
の
相
手
】
宋
徳
建
設
株
式
会
社　
代
表
取
締
役　
安
田　
洋
一

【
提
案
理
由
】

　
高
梨
地
区
内
の
護
岸
工
事
（
工
事
延
長
2
4
．3
ｍ
）
を
本
年
度
も
継
続
し
て
行
う
も
の
。

【
契
約
金
額
】　
5
0
，3
8
0
，0
0
0
円

【
契
約
の
相
手
】　
金
下
建
設
株
式
会
社　
代
表
取
締
役
社
長　
金
下　
昌
司

【
提
案
理
由
】

　
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
京
都
地
方
税
機
構
が
処
理
す
る
事
務
か
ら
自
動
車
税

及
び
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
京
都
府
及
び
京
都
市
を

除
く
福
知
山
市
ほ
か
23
市
町
村
と
協
議
す
る
た
め
。

【
提
案
理
由
】

　
令
和
８
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
。

山
口
忠
司
氏
、
大
西
一
彰
氏
、
上
岡
治
之
輔
氏
、
涌
田
源
次
郎
氏
、
小
中
正
二
郎
氏
、
上

野
清
氏
、
川
村
美
紀
氏
、
須
川
清
広
氏
、
上
野
正
氏
、
大
江
潔
氏
、
大
下
公
明
氏
を
任
命
。

そ
の
他
の
議
案

〈
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
〉

令
和
７
年
度
伊
根
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
工
事
そ
の
２

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
伊
根
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

京
都
地
方
税
機
構
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

財産の取得について

〈多機能型小型動力ポンプ付積載車〉

【提案理由】
　役場業務用パソコン３７台の更新。
【契 約 金 額】　6,653,900円
【契約の相手】　株式会社堀通信　代表取締役　小嶋英昭
【取 得 財 産】　ノートパソコン　27台
　　　　　　　デスクトップパソコン　10台

【提案理由】
　第１分団第３部（大原消防車庫）の積載車
（軽自動車タイプ）の更新。
【契 約 金 額】　9，075，000円
【契約の相手】　大槻ポンプ工業株式会社
　　　　　　　宮津営業所　所長　倉　慎平
【取 得 財 産】　多機能型小型動力ポンプ付積載車

〈クライアント端末〉



議会だより　　い　　ね 令和8年７月　第110号

6

町政を問う
3人の議員が一般質問 一般質問の

動画配信を行っています。

水
力
発
電
に
も
適
さ
ず
、
事
業

化
の
目
途
は
な
い
と
い
う
も
の
。

こ
の
結
果
か
ら
、
質
問
の
「
筒

川
を
利
用
し
た
水
力
発
電
の
検

討
」は
、既
に
検
討
済
み
で
あ
り
、

事
業
化
の
検
討
も
必
要
性
な
い

と
思
う
。

た
小
水
力
発
電
事
業
地
域
振
興

の
柱
の
一
つ
と
し
て
検
討
研
究

す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
町
長　
水
力
発
電
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
の
「
伊
根

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

基
礎
調
査
」
で
、
小
水
力
発
電

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
結
果
は
、「
小
水
力
発
電
に

有
望
な
河
川
や
水
路
は
、
町
内

に
は
見
当
た
ら
な
い
。」
と
い

う
も
の
。
伊
根
町
の
最
大
の
河

川
で
あ
る
筒
川
で
も
、
小
水
力

発
電
、
千
k
W
の
発
電
施
設
に

は
適
さ
な
い
と
い
う
も
の
。

 

筒
川
の
落
差
、
水
量
で
は
小

　
　
「
地
球
沸
騰
化
」
時
代
に

突
入
し
た
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
、
C
O
2
排
出
削
減
と
計
画

の
策
定
を
、
町
民
参
加
、
若
者

参
加
で
す
す
め
、
気
候
危
機
の

打
開
を
大
き
な
と
こ
ろ
か
ら
だ

け
で
な
く
、
小
さ
な
と
こ
ろ
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
が
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
輸
入
価
格
の
高

騰
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
10
％

の
日
本
経
済
を
翻
弄
し
て
い
る

が
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
開

発
・
運
営
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
乱
開
発
防
止
の
ル
ー
ル
を

決
め
、住
民
の
合
意
と
協
力
で
、

地
域
に
利
益
を
還
元
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・ 

導
入
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

落
差
が
あ
り
豊
富
な
筒
川
の
水

を
利
用
し
た
ダ
ム
を
必
要
と
し

な
い
小
水
力
発
電
の
検
討
、
導

入
で
筒
川
本
庄
地
域
で
の
、
雇

用
、
経
済
な
ど
地
域
振
興
の
柱

の
一
つ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
里
と
し
て
位
置
づ
け
る
事

の
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら
に
マ

イ
ク
ロ
水
力
を
至
る
所
で
導
入

す
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
活
用

す
る
な
ど
し
て
地
域
活
性
化
の

展
望
も
あ
る
。
筒
川
を
利
用
し

答

　
　

伊
根
町
議
会
は
平
成
元
年

9
月
2
7
日
、「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
決
議
し
た
。
核
兵

器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に

向
け
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
決
議
の
精
神
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
は
平
成
2
7
年
2
月
に

平
和
首
長
会
議
へ
加
盟
し
、
平

成
2
9
年
に
は
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
に
も
賛
同
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
核
兵
器
根
絶
と
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る

意
思
表
示
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
は
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
願
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

へ
の
協
力
、
学
校
教
育
や
生
涯

学
習
で
の
平
和
学
習
、
写
真
パ

ネ
ル
展
示
、
戦
没
者
慰
霊
祭
な

ど
を
通
じ
、
平
和
を
大
切
に
す

る
意
識
を
町
民
の
日
常
に
根
付

か
せ
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
。
志
を
同
じ
く
す
る
自
治
体

と
も
連
携
し
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
声
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

伊
根
町
議
会
で
も
行
動
さ
れ
る

と
き
は
行
政
に
も
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
協
力
し
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

　
　
平
和
教
育
を

　
　
　
ど
う
進
め
る
か

　
　

沖
縄
県
辺
野
古
沖
で
の
事

故
に
よ
り
、
平
和
教
育
が
萎
縮

問

問

答

答

小
水
力
発
電
で
地
域
振
興
を

筒
川
は
小
水
力
発
電
に
適
さ
ず
、

事
業
化
の
目
途
は
な
い

大 谷 　 功 議員

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
の
継
続
を

核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る

山 根 朝 子  議員

問

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。
政
治
的
中
立
性

を
保
ち
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る
平

和
教
育
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。

ま
た
、
教
員
が
萎
縮
せ
ず
、
安

心
し
て
教
育
に
取
り
組
め
る
環

境
を
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
（
教
育
長
）
平
和
に
関
す

る
取
り
組
み
は
、
政
治
的
教
養

や
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
育
て
る
上
で
、

欠
か
せ
な
い
重
要
な
学
習
領
域

で
あ
る
。
道
徳
や
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
教
科
外
指
導

に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
内
容
を
適
切
に

編
成
し
て
進
め
て
い
る
。

平
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
る
成
長
の

た
め
に
、
法
に
従
っ
て
教
育
実

践
を
行
う
学
校
現
場
や
教
員
が

委
縮
す
る
必
要
は
全
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。

［黒土川発電所］
出力約39.6kWの小規模水力発電所［国民平和大行進出発式］
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水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

と
は
、
検
針
員
が
各
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
か
わ

り
に
無
線
な
ど
を
利
用
し
て
水

道
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
水
道
局

に
送
信
で
き
る
装
置
で
あ
り
、

当
町
で
は
大
雪
等
で
検
針
員
が

検
針
で
き
な
い
場
合
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。
水
道
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
漏
水
の
早
期

発
見
、
高
齢
者
の
見
守
り
機
能

と
し
て
、
一
定
期
間
、
水
の
使

用
が
な
い
場
合
に
ア
ラ
ー
ト
を

発
す
る
な
ど
高
齢
者
の
見
守
り

機
能
や
安
否
確
認
に
活
用
で
き

る
と
聞
く
。
当
町
で
は
検
針
員

の
不
足
や
高
齢
化
等
に
よ
り
今

後
、
確
保
難
が
懸
念
さ
れ
る
。

業
務
の
効
率
化
等
も
考
え
与
謝

野
町
の
よ
う
に
当
町
で
も
実
証

実
験
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
町
で
は
、
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
を
含
む
Ｄ
Ｘ
技
術
に
つ

い
て
は
京
都
府
水
道
事
業
広
域

的
連
携
推
進
協
議
会
等
で
情
報

共
有
を
図
っ
て
お
り
、
与
謝
野

町
の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
実
証

実
験
に
つ
い
て
も
情
報
を
受
け

て
い
る
。
大
雪
で
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
検
針
は
、
前
回

の
使
用
量
を
元
に
当
期
分
の
請

求
を
行
っ
て
い
る
。
当
町
で
は

現
在
1
，3
0
0
件
に
メ
ー
タ

ー
が
使
用
、
そ
の
件
数
で
費
用

を
換
算
す
る
と
2
，6
0
0
万

円
の
追
加
費
用
を
要
す
る
、
漏

水
の
早
期
発
見
や
使
用
量
の
ピ

ー
ク
の
把
握
に
よ
る
効
率
的
な

運
営
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど

付
加
価
値
も
含
め
た
費
用
対
効

果
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。
実
際
に
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
検
針

業
務
に
対
す
る
費
用
対
効
果
は

低
い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か

し
、
今
後
の
当
町
の
水
道
経
営

に
お
い
て
、
検
針
員
の
確
保
が

困
難
に
な
る
と
い
っ
た
問
題
や

シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
る
よ
う

な
と
き
は
、
改
め
て
導
入
検
討

を
行
う
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。

問

答

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

導
入
検
討
を
行
う
必
要
は
あ
る

上 辻 　 亨 議員

［水道スマートメーター］

委員会報告

● 令和8年6月4日
・今後の取組みについて協議した。
・介護サービスに関わる質問事項について協議し
た。

● 令和8年6月30日
・介護サービスの現状について保健福祉課より説
明を受けた。

総 務 委 員 会

産 業 建 設 委 員 会
● 令和8年6月4日
・今後の取組み（空飛ぶクルマ）について協議し
た。また、伊根町放任果樹伐採事業分担金徴収
条例について、さらに研究を行うため、次回、
地域整備課長から説明を受けることとした。

● 令和8年7月9日
・兵庫県豊岡市市長公室経営企画課担当様から
Zoomにより「空飛ぶクルマ」について説明い
ただいた。その後、地域整備課長から伊根町放
任果樹伐採事業分担金徴収条例について、詳細
な内容の説明を受けた。
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広報編集委員

■ 

委
員
長 

松　
山　
義　
宗

■ 

副
委
員
長 

長
谷
川　
貴　
之

■ 

委
　
　
員 

山　
根　
朝　
子

■ 

委
　
　
員 

濱　
野　
茂　
樹

編 　 集 　 後 　 記
　
青
田
波
が
美
し
い
季
節
を
迎
え
、
自

然
の
豊
か
さ
に
心
癒
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
水
不

足
や
台
風
な
ど
、
異
常
気
象
へ
の
心
配

も
尽
き
ま
せ
ん
。

　
過
日
行
わ
れ
た
伊
根
町
消
防
団
夏
季

訓
練
で
は
、
団
員
の
皆
さ
ん
の
き
び
き

び
と
し
た
動
き
に
、
日
々
の
訓
練
の
成

果
を
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
町
内
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
な
災

害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。

　
町
民
の
皆
様
も
熱
中
症
に
お
気
を
つ

け
て
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

玉玉玉
手手手

箱箱箱

伊
根
町
農
村
R
M
O
推
進
会
議
　
　

会
長
　
小
原 

澄
晴

　

近
年
、
全
国
的
に
一
次
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
全
国
的
に

人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
農
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
農
家
さ
ん
は
良
質
米
を
収
穫
す

る
た
め
に
、
夏
場
を
迎
え
危
険
な
暑

さ
が
毎
日
の
よ
う
に
続
く
中
で
も
、

気
温
30
度
を
超
え
る
中
で
も
、
カ
メ

ム
シ
や
害
虫
防
止
の
た
め
、
田
ん
ぼ

の
草
刈
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
高
齢
者
で
な
く
て
も
大
変
過
酷

な
作
業
で
す
。

　

伊
根
町
農
村
R
M
O
推
進
会
議
は
、

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
一
助
に
な
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
伊
根
町
内
の
水

産
会
社
で
あ
る
蒲
入
水
産
株
式
会
社

に
申
し
入
れ
と
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

蒲
入
水
産
株
式
会
社
の
就
業
時
間
は
、

働
き
方
改
革
に
よ
り
午
前
４
時
〜
午

後
１
時
30
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
の
時
間
を
利
用
し
て
農
業
（
草

刈
り
）
の
手
伝
い
（
有
償
）
を
実
証

的
に
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
農
業
者

は
冬
場
の
へ
し
こ
漬
け
を
手
伝
う
旨

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

蒲
入
水
産
株
式
会
社
に
は
現
在
7

名
の
若
者
（
20
代
〜
30
代
）
が
在
籍

し
て
お
り
、
全
員
か
ら
手
伝
っ
て
も

良
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
業
に
支
障
の
な
い
程
度
で
毎
日
少

量
の
作
業
を
お
願
い
す
る
こ
と
、
ま

た
、
使
用
す
る
機
械
類
は
ラ
ジ
コ
ン

草
刈
り
機
や
田
ん
ぼ
の
畦
や
法
面
の

よ
う
な
傾
斜
地
に
特
化
し
た
自
走
式

草
刈
り
機
（
ス
パ
イ
ダ
ー
モ
ア
）
な

ど
と
し
て
、
令
和
7
年
秋
に
草
刈
り

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
草
刈
り

の
申
し
込
み
は
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E

を
開
設
し
て
農
村
R
M
O
推
進
会
議

が
と
り
ま
と
め
、
作
業
先
を
指
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
本
格
始
動
と
な
り
、

６
月
半
ば
か
ら
就
業
時
間
後
の
午
後

2
時
ご
ろ
か
ら
３
時
間
程
度
を
目
途

に
、
暑
い
中
、
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

農
作
業
を
委
託
す
る
こ
と
で
農
家
さ

ん
は
体
調
面
を
考
慮
で
き
、
若
者
は

空
き
時
間
で
賃
金
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
水
産
業
者
と
農
業

者
の
人
手
の
融
通
で
あ
り
、
町
内
の

人
材
で
完
結
で
き
る
こ
と
が
さ
ら
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

水
産
会
社
の
若
者
が

農
家
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み

水
産
会
社
の
若
者
が

農
家
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み

［研修会の様子］

［作業の様子］

町民の命と暮らしを守る　町民の命と暮らしを守る　


